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【序論・目的】 

本研究は，見本刺激と手元への視線パターンを共に計測するために，グラス型アイトラッカーを使用

した。また高校生を対象に運動協応得点の高低により書字中の文字刺激と手元に対する視線パターン

に違いが見られるかについて検討することを目的とした。 

【方法】 

参加者：16〜18 歳の生徒 19 名を対象とした。本研究は早稲田大学倫理審査委員会(2024-607)での承認

後，参加者本人に文章と口頭で説明を行い，書面による同意を得た上で，研究を実施した。 

装置： グラス型アイトラッカー(Pupil Neon)とモニターを使用し, 書字中の測定興味領域 (AOI)内の

視線を計測した。AOIは, 文章刺激と紙の 2つに設定した。 

刺激：群分類を行うための Berry-VMI検査(Visual Perception:視知覚，Motor Coordination:運動協

応)と，漢字とひらがなで構成された 59 文字の文章を用意した。 

手続き：はじめに，Berry-VMI検査の 2つの課題を実施した。その後，目の前のモニターに映し出され

た文章刺激を，手元にある紙に鉛筆で視写してもらった。誤字の場合は，二重線で訂正してもらった。 

従属変数：Berry-VMI検査の運動協応得点，総注視時間, 平均注視時間, 視線停留回数を使用した。 

【結果・考察】 

MC要因と AOI要因の 2 要因分散分析を行った結果，総注視時間(刺激：6416.68ms, SD=3234.18 紙：

54914.53ms, SD= 26778.43 p<.001)，平均注視時間(刺激：162.63ms, SD=40.36 紙：1003.89ms, 

SD=625.23 p<.001)，視線停留回数 (刺激：38.16 回, SD=15.66 紙：78.58 回, SD=54.82 p<.05)の全

てに有意な主効果が認められた。また，従属変数と Berry-VMI 検査の結果について相関分析を行った

結果，視知覚得点と紙への視線停留回数に負の相関が見られた(r=-.46, p<.05)。以上の結果より，MC

得点の高低による差は認められなかったが，文字の認識より出力する際に多くの視線が必要になると

考える。また，視知覚の程度から書き困難児を発見できるのではないかと推測する。 
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